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創立60周年

（
福
岡
県
立
筑
前
高
校
野
球
部
コ
ー
チ
）

「
野
球
」 

夢
を
追
い
か
け 

次
世
代
へ

い
ま 

く　
る　
す

く
に
あ
き

今
久
留
主 

邦
明

　
私
は
現
在
、
福
岡
市
西
区
周
船
寺
に
あ

る
県
立
筑
前
高
校
野
球
部
の
コ
ー
チ
を
し

て
い
ま
す
。
中
学
・
大
学
・
社
会
人
と
野

球
の
後
輩
に
声
を
掛
け
ら
れ
た
の
が
き
っ

か
け
で
、
外
部
コ
ー
チ
と
し
て
グ
ラ
ン
ド

に
立
た
せ
て
も
ら
っ
て
ま
す
。
H
17
年
か

ら
10
年
目
、
野
球
部
は
夏
の
シ
ー
ド
校
３
回
、
県
大
会
出
場
１
回
と

着
実
に
力
は
付
い
て
ま
す
。

　
私
が
野
球
を
始
め
た
の
は
父
の
影
響
で
、
３
才
か
ら
の
キ
ャ
ッ
チ

ボ
ー
ル
に
始
ま
り
、
博
多
工
業
高
校
の
時
に
春
の
選
抜
甲
子
園
出
場
、

主
将
・
捕
手
四
番
で
、ベ
ス
ト
４
進
出
。し
か
し
夏
は
県
大
会
で
敗
退
、

夏
の
甲
子
園
出
場
は
果
た
せ
ま
せ
ん
で
し
た
。
後
、
明
治
大
学
、
社

会
人
日
本
鋼
管
福
山
で
野
球
を
続
け
て
来
ま
し
た
。

　
私
の
父
は
、
元
西
鉄
ラ
イ
オ
ン
ズ
の
内
野
手（
背
番
号
１
）の
今
久

留
主
淳
で
す
。
高
校
は
台
湾
の
嘉
義
農
林
で
甲
子
園
夏
春
３
回
出
場
、

ノ
ン
プ
ロ
は
別
府
星
野
組
で
都
市
対
抗
優
勝
、
S
25
年
西
鉄
ラ
イ
オ

ン
ズ
創
設
の
時
、
三
原
監
督
と
共
に
入
団
。
31
年
初
の
日
本
一
で
現

役
引
退
、
そ
の
後
は
寮
長
と
し
て
若
手
選
手
の
育
成
に
努
め
ま
し
た
。

　
父
か
ら
生
前
、
戦
争
の
話
を
聞
い
た
事
が
あ
り
ま
し
た
。「
航
空

基
地
で
特
攻
機
を
見
送
っ
た
時
の
辛
か
っ
た
事
」「
生
き
て
帰
れ
る

と
は
考
え
て
も
い
な
か
っ
た
し
、
ま
た
野
球
が
出
来
る
と
は
思
わ
な

か
っ
た
」
と
、
平
和
に
感
謝
し
、
野
球
を
愛
し
続
け
た
の
で
す
。
そ

の
お
陰
で
、
私
も
野
球
を
通
じ
て
63
才
に
な
っ
た
今
で
も
様
々
な

人
々
と
出
会
い
、
良
き
指
導
者
に
も
恵
ま
れ
て
来
ま
し
た
。

　
今
、
こ
の
平
和
な
日
本
で
野
球
が
出
来
る
幸
せ
な
環
境
に
感
謝
し
、

野
球
の
素
晴
し
さ
、
楽
し
さ
を
後
輩
た
ち
に
子
供
た
ち
に
伝
え
続
け

た
い
と
心
か
ら
思
っ
て
い
ま
す
。

　
目
指
せ
！
甲
子
園
！

　
温
泉
に
入
浴
、
あ
る
い
は
飲
用
す
る
こ
と
な
ど
に
よ
っ
て
体
調
を
調
え
、
傷
、

疾
病
な
ど
を
治
療
す
る
温
泉
療
法
が
あ
り
ま
す
。
特
に
冬
は
寒
さ
か
ら
体
に

様
々
な
痛
み
が
起
こ
り
ま
す
。
大
自
然
の
中
で
雪
景
を
観
賞
し
な
が
ら
、
温
泉

に
入
ら
れ
て
は
い
か
が
で
す
か
？

散 歩 道
由布の雪景

2015年
創立1955年　医療法人  西福岡病院ご自由にお持ち帰り下さい。

一般病院認定

763

764765

766

西
福
岡
病
院
の
理
念

西
福
岡
病
院
の
理
念

私
た
ち
は
、医
療
の
基
本
に
則
り
、更
な
る

研
鑽
に
つ
と
め
、常
に
地
域
の
人
々
の
立
場

に
立
っ
た
病
院
づ
く
り
、最
適
な
医
療
提
供

を
目
指
し
ま
す
。

月号2



福
博
寺
仏
像
め
ぐ
り
10

霊
場
本
執
筆
家

西
原 

そ
め
子

愛
宕
山
観
音
寺

あ
　
た
　
ご

さ
ん

か
ん

の
ん

じ

　
福
博
の
市
民
が
親
し
む
室
見
川
河
畔

の
愛
宕
山
は
古
く
は
鷲
尾
山
と
言
っ

た
。
愛
宕
山
観
音
寺
は
そ
の
西
南
の
斜

面
に
あ
り
、
愛
宕
神
社
の
神
宮
寺
円
満

寺
や
も
っ
と
古
い
鷲
尾
権
現
時
代
の
東

林
寺
を
引
き
継
ぐ
寺
で
あ
る
。

　
山
頂
に
あ
る
鷲
尾
権
現
の
創
建
は
景

行
二
年
と
神
代
の
時
代
、
平
安
時
代
に

神
宮
寺
東
林
寺
が
建
立
さ
れ
た
が
元
寇

の
頃
、境
内
に
城
砦
が
築
か
れ
て
荒
廃
、

南
北
朝
時
代
の
兵
火
で
神
社
も
寺
も
焼

失
し
た
。

　
江
戸
時
代
に
二
代
藩
主
黒
田
忠
之
公

が
京
都
の
愛
宕
権
現
を
勧
請
、
社
殿
を

造
営
し
、
境
内
に
神
宮
寺
円
満
寺
を
創

建
し
た
。
そ
の
時
、
藩
主
の
妹
姫
が
本

尊
に
勝
軍
地
蔵
尊（
現
観
音
寺
本
尊
）を

寄
進
。
東
林
寺
は
廃
寺
に
な
り
観
音
堂

や
諸
仏
は
円
満
寺
が
継
承
し
た
。

　
鷲
尾
権
現
は
愛
宕
権
現
と
な
り
歴
代

藩
主
の
祈
願
所
と
し
て
、
ま
た
諸
難
を

除
く
権
現
様
と
し
て
広
く
庶
民
に
も
信

仰
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　
勝
軍
（
将
軍
）
地
蔵
と
は
字
の
如
く

戦
勝
を
も
た
ら
し
、
災
厄
に
打
ち
勝
つ

特　集

ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

西
福
岡
病
院
付
設
　

老
人
保
健
施
設
西
寿

施
設
長

北
原
　
靖
久

き
た

は
ら

や
す

ひ
さ咽

喉

に
詰
ま

ら
せ
て
窒
息

や
誤
嚥
性
肺
炎

に
な
る
こ
と
も
あ
る
の
で
注
意
が
必
要
で

あ
る
。
症
状
が
消
失
し
て
も
1
〜
3
週
間

は
便
中
に
ウ
イ
ル
ス
が
検
出
さ
れ
る
。
特

に
１
週
間
は
ウ
イ
ル
ス
の
排
出
量
が
多
い

の
で
出
勤
し
て
は
な
ら
な
い
。
7
週
間

た
っ
て
も
ウ
イ
ル
ス
が
検
出
さ
れ
た
と
い

う
報
告
も
あ
る
。
発
症
は
11
月
〜
3
月
に

多
く
見
ら
れ
る
。

●
感
染
経
路

　
経
口
感
染
が
原
因
で
あ
る
が
、
そ
の
感

染
経
路
か
ら
以
下
の
二
つ
に
大
別
さ
れ
る

（
図
）。

❶
飲
食
物
か
ら
の
感
染
（
感
染
性
食
中
毒
）。

図
の
上
の
赤
枠
白
抜
き
文
字
部
分
。

ⓐ
食
中
毒
…
ウ
イ
ル
ス
を
蓄
積
し
た
食
材

お
よ
び
ウ
イ
ル
ス
で
汚
染
さ
れ
た
食
品

を
喫
食
し
て
感
染
。

ⓑ
水
系
感
染
…
水
道
水
、
井
戸
水
な
ど
が

ウ
イ
ル
ス
で
汚
染
さ
れ
、
そ
れ
を
飲
み

感
染
。

❷
人
か
ら
人
の
感
染
（
図
の
下
の
黄
色
矢
印

部
分
）。

ⓒ
感
染
者
の
糞
便
や
嘔
吐
物
か
ら
手
指
を

介
し
て
感
染
。

ⓓ
感
染
者
の
糞
便
や
嘔
吐
物
に
排
出
さ
れ

た
ウ
イ
ル
ス
が
付
着
し
、
飛
散
し
た
飛

沫
か
ら
感
染
（
飛
沫
感
染
、
塵
埃
感
染
）。

ⓔ
感
染
者
が
十
分
に
手
を
洗
わ
ず
に
調
理

し
た
食
品
を
食
べ
て
感
染
。

　
付
着
し
た
家
具
や
衣
類
の
表
面
で
数
週

間
生
存
出
来
る
。
加
熱
へ
の
抵
抗
力
も
強

く
、
60
℃
30
分
の
加
熱
に
耐
え
る
こ
と
が

出
来
る
。
加
熱
消
毒
に
は
85
℃
1
分
が
必

要
で
あ
り
、
食
品
の
中
心
ま
で
十
分
に
加

熱
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
消
毒
用
エ
タ

ノ
ー
ル
（
76
％
〜
81
％
）
に
は
や
や
抵
抗

性
で
30
秒
以
上
か
け
る
必
要
が
あ
る
。
イ

ソ
プ
ロ
パ
ノ
ー
ル
は
効
果
が
な
い
。
一
部

の
報
道
で
エ
タ
ノ
ー
ル
は
効
か
な
い
と
書

い
て
い
る
が
、
時
間
が
か
か
る
だ
け
で
あ

る
。（
日
本
医
事
新
報
№
4
6
4
5
の
81

頁
参
照
）。
エ
タ
ノ
ー
ル
で
の
拭
き
取
り

は
15
秒
お
き
に
二
度
拭
き
を
原
則
と
す

る
。
次
亜
塩
素
酸
ナ
ト
リ
ウ
ム
は
濃
す
ぎ

て
も
薄
す
ぎ
て
も
効
果
は
悪
く
な
る
の
で

表
示
さ
れ
た
濃
度
で
使
用
す
る
。
た
だ
し

金
属
を
腐
食
し
木
質
で
は
効
果
が
著
し
く

減
弱
す
る
の
で
使
え
な
い
。
逆
性
石
鹸
は

効
果
が
期
待
で
き
な
い
。
い
ず
れ
の
薬
品

も
十
分
に
洗
浄
し
て
か
ら
使
用
す
る
。

　
上
記
の
感
染
経
路
と
抵
抗
力
の
強
さ
か

ら
飲
食
物
を
扱
う
人
が
、
手
指
の
洗
浄
な

ど
十
分
な
衛
生
管
理
を
行
う
こ
と
が
一
番

の
感
染
予
防
で
あ
る
。
ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス
は

10
〜
1
0
0
個
と
い
う
極
め
て
少
数
の
粒

子
で
感
染
が
成
立
す
る
と
い
わ
れ
て
い

る
。
患
者
の
吐
物
や
排
せ
つ
物
を
扱
う
と

き
は
細
心
の
注
意
が
必
要
で
あ
る
。
取
り

扱
っ
た
後
は
、
手
指
を
十
分
洗
浄
し
て
か

ら
消
毒
を
行
う
。
逆
に
消
毒
し
て
か
ら
洗

浄
し
て
は
な
ら
な
い
。
現
在
、
ノ
ロ
ウ
イ

ル
ス
に
有
効
な
ワ
ク
チ
ン
や
抗
ウ
イ
ル
ス

薬
が
な
い
。

　
症
状
と
病
歴
か
ら
ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス
感
染

が
疑
わ
れ
る
と
き
は
、
そ
の
場
で
出
来
る

迅
速
診
断
キ
ッ
ト
が
保
険
で
使
え
る
よ
う

に
な
っ
た
。「
ク
イ
ッ
ク
ナ
ビ
ノ
ロ
2
」

デ
ン
カ
生
研
な
ど
で
あ
る
。
た
だ
し
、
保

険
が
使
え
る
の
は
3
歳
以
下
と
65
歳
以
上

に
限
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
ほ
か
の
人
は
自

費
に
な
る
。

　
対
症
療
法
の
み
で
ウ
イ
ル
ス
に
有
効
な

方
法
は
な
い
。
下
痢
が
強
い
時
に
は
輸
液

を
十
分
行
う
、
止
瀉
剤
（
下
痢
止
め
）
の

効
果
に
つ
い
て
は
、
意
見
が
分
か
れ
て
い

る
。
家
庭
で
看
病
す
る
と
き
に
は
経
口
補

水
液
や
ス
ポ
ー
ツ
ド
リ
ン
ク
を
体
温
程
度

に
温
め
て
用
い
る
。

　
症
状
が
取
れ
て
72
時
間
経
ち
本
人
は

治
っ
て
も
、
便
に
は
未
だ
ウ
イ
ル
ス
が
排

出
さ
れ
て
い
る
の
で
1
週
間
は
周
囲
に
感

染
さ
せ
る
心
配
が
あ
る
の
で
出
勤
し
な

い
。
食
品
を
扱
う
立
場
の
人
は
、
ウ
イ
ル

ス
陰
性
に
な
っ
て
い
る
こ
と
が
確
認
さ
れ

ね
ば
な
ら
な
い
。

　
こ
の
ウ
イ
ル
ス
は
十
二
指
腸
か
ら
上
部

小
腸
の
腸
壁
の
細
胞
で
増
殖
し
て
腸
管
内

に
大
量
に
粒
子
を
放
出
す
る
。
こ
の
粒
子

が
嘔
吐
物
や
糞
便
に
混
じ
っ
て
新
た
に
感

染
を
引
き
起
こ
す
の
で
あ
る
。

　
2
0
0
5
年
ま
で
は
牡
蠣
（
カ
キ
）
を

始
め
と
す
る
二
枚
貝
類
が
ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス

性
食
中
毒
の
原
因
で
あ
っ
た
が
、

2
0
0
6
年
ご
ろ
か
ら
食
材
に
よ
る
集
団

発
生
は
少
な
く
な
り
、
最
近
で
は
人
⇩
人

感
染
が
中
心
に
な
っ
て
き
て
い
る
。

　
い
わ
ゆ
る
食
中
毒
は
、
多
く
は
細
菌
性

で
あ
り
暑
い
時
期
に
多
い
が
、
非
細
菌
性

食
中
毒
の
中
心
は
ウ
イ
ル
ス
性
で
秋
か
ら

冬
の
間
に
み
ら
れ
る
。
厚
生
労
働
省
に
よ

る
と
ウ
イ
ル
ス
性
食
中
毒
の
71
%
は
ノ
ロ

ウ
イ
ル
ス
に
よ
る
と
さ
れ
て
い
る
。
ノ
ロ

ウ
イ
ル
ス
対
策
が
重
要
な
ゆ
え
ん
で
あ
る
。

　
1
9
6
8
年
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
オ
ハ
イ

オ
州
ノ
ー
ウ
ォ
ー
ク
市
の
小
学
校
で
急
性

感
染
性
胃
腸
炎
の
集
団
発
生
が
あ
り
小
型

の
球
状
ウ
イ
ル
ス
（
S
R
S
V
）
が
発
見

さ
れ
ノ
ー
ウ
ォ
ー
ク
ウ
イ
ル
ス
と
名
付
け

ら
れ
た
。
1
9
7
7
年
に
札
幌
で
発
見
さ

れ
た
小
型
球
状
ウ
イ
ル
ス
（
サ
ッ
ポ
ロ
ウ

イ
ル
ス
）
と
と
も
に
カ
リ
シ
ウ
イ
ル
ス
科

（
カ
リ
シ
と
は
、
古
代
ロ
ー
マ
兵
の
兜
）

に
分
類
さ
れ
ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス
属
ノ
ー

ウ
ォ
ー
ク
ウ
イ
ル
ス
と
命
名
さ
れ
た
。

従
っ
て
、
流
行
し
て
い
る
ウ
イ
ル
ス
は
、

ノ
ー
ウ
ォ
ー
ク
ウ
イ
ル
ス
と
呼
ぶ
の
が
正

し
い
の
だ
が
、
本
文
中
で
は
通
称
の
ノ
ロ

ウ
イ
ル
ス
と
呼
ぶ
こ
と
に
す
る
。
こ
の
ウ

イ
ル
ス
は
直
径
30 

nm
の
球
状
で
エ
ン
ベ

ロ
ー
プ
を
持
た
な
い
R
N
A
型
ウ
イ
ル
ス

で
あ
る
。
現
在
ま
で

培
養
細
胞
で
増
殖
さ

せ
る
こ
と
が
出
来
て
い

な
い
の
で
詳
し
い
こ
と

は
分
か
っ
て
い
な
い
。

　
経
口
感
染
し
て
12
時
間
〜
72
時
間
で
症

状
が
出
始
め
る
。
お
も
な
症
状
は
、
嘔
吐
、

腹
痛
、
下
痢
と
38
℃
程
度
の
発
熱
で
健
康

人
の
場
合
は
1
〜
2
日
で
治
癒
し
後
遺
症

が
残
る
こ
と
は
な
い
。
し
か
し
免
疫
力
の

低
下
し
た
高
齢
者
や
乳
幼
児
で
は
長
引
く

こ
と
も
あ
る
。
ま
た
、
脱
水
や
嘔
吐
物
を

ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス

栗山敦治指導 ： 健康ぷらざＮｏ.424（日本医師会発行）より転載

ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

763

764765

766
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※
当
記
事
に
関
す
る
お
問
い
合
わ
せ
は
、直
接

お
寺
で
は
な
く
当
院
代
表
電
話（
0
9
2・

8
8
1・1
3
3
1
）へ
お
願
い
し
ま
す
。

▲愛宕山観音寺 本堂

と
い
う
有
難
い
地
蔵
尊
で
、
甲
冑
を
つ

け
た
乗
馬
姿
、
右
手
に
錫
杖
、
左
手
に

如
意
宝
珠
を
持
つ
勇
ま
し
い
姿
の
尊
像

で
あ
る
。

　
明
治
初
年
の
神
仏
分
離
令
で
円
満
寺

は
廃
寺
に
。
本
尊
や
諸
仏
像
は
観
音
堂

に
移
り
、
愛
宕
権
現
は
鷲
尾
愛
宕
神
社

に
な
っ
た
。

　
そ
し
て
戦
後
、
宗
教
法
人
法
に
則
り

観
音
堂
が
あ
っ
た
現
在
地
に
愛
宕
山
観

音
寺
が
創
建
さ
れ
た
。
境
内
の
夥
し
い

古
石
仏
群
に
長
い
歴
史
が
偲
ば
れ
る
。

　
新
本
堂
は
昭
和
六
十
三
年
の
再
建
。

ま
た
住
職
の
話
で
は
篠
栗
霊
場
を
開
創

し
た
慈
忍
は
こ
の
寺
の
前
身
円
満
寺
観

音
堂
の
尼
僧
だ
っ
た
と
い
う
。
境
内
か

ら
の
眺
め
も
素
晴
ら
し
い
。

咽
喉

に
詰
ま

ら
せ
て
窒
息

や
誤
嚥
性
肺
炎

に
な
る
こ
と
も
あ
る
の
で
注
意
が
必
要
で

あ
る
。
症
状
が
消
失
し
て
も
1
〜
3
週
間

は
便
中
に
ウ
イ
ル
ス
が
検
出
さ
れ
る
。
特

に
１
週
間
は
ウ
イ
ル
ス
の
排
出
量
が
多
い

の
で
出
勤
し
て
は
な
ら
な
い
。
7
週
間

た
っ
て
も
ウ
イ
ル
ス
が
検
出
さ
れ
た
と
い

う
報
告
も
あ
る
。
発
症
は
11
月
〜
3
月
に

多
く
見
ら
れ
る
。

●
感
染
経
路

　
経
口
感
染
が
原
因
で
あ
る
が
、
そ
の
感

染
経
路
か
ら
以
下
の
二
つ
に
大
別
さ
れ
る

（
図
）。

❶
飲
食
物
か
ら
の
感
染
（
感
染
性
食
中
毒
）。

図
の
上
の
赤
枠
白
抜
き
文
字
部
分
。

ⓐ
食
中
毒
…
ウ
イ
ル
ス
を
蓄
積
し
た
食
材

お
よ
び
ウ
イ
ル
ス
で
汚
染
さ
れ
た
食
品

を
喫
食
し
て
感
染
。

ⓑ
水
系
感
染
…
水
道
水
、
井
戸
水
な
ど
が

ウ
イ
ル
ス
で
汚
染
さ
れ
、
そ
れ
を
飲
み

感
染
。

❷
人
か
ら
人
の
感
染
（
図
の
下
の
黄
色
矢
印

部
分
）。

ⓒ
感
染
者
の
糞
便
や
嘔
吐
物
か
ら
手
指
を

介
し
て
感
染
。

ⓓ
感
染
者
の
糞
便
や
嘔
吐
物
に
排
出
さ
れ

た
ウ
イ
ル
ス
が
付
着
し
、
飛
散
し
た
飛

沫
か
ら
感
染
（
飛
沫
感
染
、
塵
埃
感
染
）。

ⓔ
感
染
者
が
十
分
に
手
を
洗
わ
ず
に
調
理

し
た
食
品
を
食
べ
て
感
染
。

　
付
着
し
た
家
具
や
衣
類
の
表
面
で
数
週

間
生
存
出
来
る
。
加
熱
へ
の
抵
抗
力
も
強

く
、
60
℃
30
分
の
加
熱
に
耐
え
る
こ
と
が

出
来
る
。
加
熱
消
毒
に
は
85
℃
1
分
が
必

要
で
あ
り
、
食
品
の
中
心
ま
で
十
分
に
加

熱
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
消
毒
用
エ
タ

ノ
ー
ル
（
76
％
〜
81
％
）
に
は
や
や
抵
抗

性
で
30
秒
以
上
か
け
る
必
要
が
あ
る
。
イ

ソ
プ
ロ
パ
ノ
ー
ル
は
効
果
が
な
い
。
一
部

の
報
道
で
エ
タ
ノ
ー
ル
は
効
か
な
い
と
書

い
て
い
る
が
、
時
間
が
か
か
る
だ
け
で
あ

る
。（
日
本
医
事
新
報
№
4
6
4
5
の
81

頁
参
照
）。
エ
タ
ノ
ー
ル
で
の
拭
き
取
り

は
15
秒
お
き
に
二
度
拭
き
を
原
則
と
す

る
。
次
亜
塩
素
酸
ナ
ト
リ
ウ
ム
は
濃
す
ぎ

て
も
薄
す
ぎ
て
も
効
果
は
悪
く
な
る
の
で

表
示
さ
れ
た
濃
度
で
使
用
す
る
。
た
だ
し

金
属
を
腐
食
し
木
質
で
は
効
果
が
著
し
く

減
弱
す
る
の
で
使
え
な
い
。
逆
性
石
鹸
は

効
果
が
期
待
で
き
な
い
。
い
ず
れ
の
薬
品

も
十
分
に
洗
浄
し
て
か
ら
使
用
す
る
。

　
上
記
の
感
染
経
路
と
抵
抗
力
の
強
さ
か

ら
飲
食
物
を
扱
う
人
が
、
手
指
の
洗
浄
な

ど
十
分
な
衛
生
管
理
を
行
う
こ
と
が
一
番

の
感
染
予
防
で
あ
る
。
ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス
は

10
〜
1
0
0
個
と
い
う
極
め
て
少
数
の
粒

子
で
感
染
が
成
立
す
る
と
い
わ
れ
て
い

る
。
患
者
の
吐
物
や
排
せ
つ
物
を
扱
う
と

き
は
細
心
の
注
意
が
必
要
で
あ
る
。
取
り

扱
っ
た
後
は
、
手
指
を
十
分
洗
浄
し
て
か

ら
消
毒
を
行
う
。
逆
に
消
毒
し
て
か
ら
洗

浄
し
て
は
な
ら
な
い
。
現
在
、
ノ
ロ
ウ
イ

ル
ス
に
有
効
な
ワ
ク
チ
ン
や
抗
ウ
イ
ル
ス

薬
が
な
い
。

　
症
状
と
病
歴
か
ら
ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス
感
染

が
疑
わ
れ
る
と
き
は
、
そ
の
場
で
出
来
る

迅
速
診
断
キ
ッ
ト
が
保
険
で
使
え
る
よ
う

に
な
っ
た
。「
ク
イ
ッ
ク
ナ
ビ
ノ
ロ
2
」

デ
ン
カ
生
研
な
ど
で
あ
る
。
た
だ
し
、
保

険
が
使
え
る
の
は
3
歳
以
下
と
65
歳
以
上

に
限
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
ほ
か
の
人
は
自

費
に
な
る
。

　
対
症
療
法
の
み
で
ウ
イ
ル
ス
に
有
効
な

方
法
は
な
い
。
下
痢
が
強
い
時
に
は
輸
液

を
十
分
行
う
、
止
瀉
剤
（
下
痢
止
め
）
の

効
果
に
つ
い
て
は
、
意
見
が
分
か
れ
て
い

る
。
家
庭
で
看
病
す
る
と
き
に
は
経
口
補

水
液
や
ス
ポ
ー
ツ
ド
リ
ン
ク
を
体
温
程
度

に
温
め
て
用
い
る
。

　
症
状
が
取
れ
て
72
時
間
経
ち
本
人
は

治
っ
て
も
、
便
に
は
未
だ
ウ
イ
ル
ス
が
排

出
さ
れ
て
い
る
の
で
1
週
間
は
周
囲
に
感

染
さ
せ
る
心
配
が
あ
る
の
で
出
勤
し
な

い
。
食
品
を
扱
う
立
場
の
人
は
、
ウ
イ
ル

ス
陰
性
に
な
っ
て
い
る
こ
と
が
確
認
さ
れ

ね
ば
な
ら
な
い
。

　
こ
の
ウ
イ
ル
ス
は
十
二
指
腸
か
ら
上
部

小
腸
の
腸
壁
の
細
胞
で
増
殖
し
て
腸
管
内

に
大
量
に
粒
子
を
放
出
す
る
。
こ
の
粒
子

が
嘔
吐
物
や
糞
便
に
混
じ
っ
て
新
た
に
感

染
を
引
き
起
こ
す
の
で
あ
る
。

　
2
0
0
5
年
ま
で
は
牡
蠣
（
カ
キ
）
を

始
め
と
す
る
二
枚
貝
類
が
ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス

性
食
中
毒
の
原
因
で
あ
っ
た
が
、

2
0
0
6
年
ご
ろ
か
ら
食
材
に
よ
る
集
団

発
生
は
少
な
く
な
り
、
最
近
で
は
人
⇩
人

感
染
が
中
心
に
な
っ
て
き
て
い
る
。

　
い
わ
ゆ
る
食
中
毒
は
、
多
く
は
細
菌
性

で
あ
り
暑
い
時
期
に
多
い
が
、
非
細
菌
性

食
中
毒
の
中
心
は
ウ
イ
ル
ス
性
で
秋
か
ら

冬
の
間
に
み
ら
れ
る
。
厚
生
労
働
省
に
よ

る
と
ウ
イ
ル
ス
性
食
中
毒
の
71
%
は
ノ
ロ

ウ
イ
ル
ス
に
よ
る
と
さ
れ
て
い
る
。
ノ
ロ

ウ
イ
ル
ス
対
策
が
重
要
な
ゆ
え
ん
で
あ
る
。

　
1
9
6
8
年
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
オ
ハ
イ

オ
州
ノ
ー
ウ
ォ
ー
ク
市
の
小
学
校
で
急
性

感
染
性
胃
腸
炎
の
集
団
発
生
が
あ
り
小
型

の
球
状
ウ
イ
ル
ス
（
S
R
S
V
）
が
発
見

さ
れ
ノ
ー
ウ
ォ
ー
ク
ウ
イ
ル
ス
と
名
付
け

ら
れ
た
。
1
9
7
7
年
に
札
幌
で
発
見
さ

れ
た
小
型
球
状
ウ
イ
ル
ス
（
サ
ッ
ポ
ロ
ウ

イ
ル
ス
）
と
と
も
に
カ
リ
シ
ウ
イ
ル
ス
科

（
カ
リ
シ
と
は
、
古
代
ロ
ー
マ
兵
の
兜
）

に
分
類
さ
れ
ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス
属
ノ
ー

ウ
ォ
ー
ク
ウ
イ
ル
ス
と
命
名
さ
れ
た
。

従
っ
て
、
流
行
し
て
い
る
ウ
イ
ル
ス
は
、

ノ
ー
ウ
ォ
ー
ク
ウ
イ
ル
ス
と
呼
ぶ
の
が
正

し
い
の
だ
が
、
本
文
中
で
は
通
称
の
ノ
ロ

ウ
イ
ル
ス
と
呼
ぶ
こ
と
に
す
る
。
こ
の
ウ

イ
ル
ス
は
直
径
30 

nm
の
球
状
で
エ
ン
ベ

ロ
ー
プ
を
持
た
な
い
R
N
A
型
ウ
イ
ル
ス

で
あ
る
。
現
在
ま
で

培
養
細
胞
で
増
殖
さ

せ
る
こ
と
が
出
来
て
い

な
い
の
で
詳
し
い
こ
と

は
分
か
っ
て
い
な
い
。

　
経
口
感
染
し
て
12
時
間
〜
72
時
間
で
症

状
が
出
始
め
る
。
お
も
な
症
状
は
、
嘔
吐
、

腹
痛
、
下
痢
と
38
℃
程
度
の
発
熱
で
健
康

人
の
場
合
は
1
〜
2
日
で
治
癒
し
後
遺
症

が
残
る
こ
と
は
な
い
。
し
か
し
免
疫
力
の

低
下
し
た
高
齢
者
や
乳
幼
児
で
は
長
引
く

こ
と
も
あ
る
。
ま
た
、
脱
水
や
嘔
吐
物
を

ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス
の
抵
抗
力

感
染
防
止

診
　
断

治
　
療

病
　
理

流
　
行

763

764765

766
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今月の街の行事予定

詳しくは公民館にご確認ください。

健康講話

お問い合わせ先
医療法人 西福岡病院 総務課 ☎092-881-1331

外 来 診 察 表
診療科目 月 曜 日 火 曜 日 水 曜 日 木 曜 日 金 曜 日 土曜日

午  前 午  後 午  前 午  後 午  前 午  後 午  前 午  後 午  前 午  前午  後

内
　
　
科

内　　　科

呼吸器内科

消化器内科
循環器内科
糖尿病内科
神 経 内 科

外　　　　科
整形外科・リハビリテーション科
泌尿器科
皮膚科
眼科

耳鼻咽喉科
婦人科

緩和ケア内科
腫瘍内科
禁煙外来

副島
原田

國武
安藤（文）／山田

大庭
非常勤
中垣（2休診）
佐々木／勝野

福與
非常勤
非常勤

児玉
原田（15時まで）

國武

松尾

高比良

飯田
原田
髙野
國武

安藤（文）／山田
松尾
井野

非常勤
高比良

非常勤
森園（2休診）／非常勤
非常勤
川上

副島/飯田
原田（15時まで）
髙野

國武（4休診）
宮本
松尾
若杉

非常勤

川上

國武（予約制）

原田
團

國武(1～4休診）
安藤（文）／宮本
松尾

非常勤
中垣
勝野

福與
非常勤
森園／非常勤
安藤（真）

副島
原田（15時まで）
吉川

國武（4休診）

大庭

高比良

原田
髙野

安藤（文）／宮本
松尾
大庭
非常勤
中垣(1・2休診）
勝野

福與
非常勤

森園（4休診）／非常勤
安藤（真）

川上

濱本
原田（15時まで）
髙野
團（結核）

松尾

非常勤

吉川
國武
安藤（文）
松尾

若杉／井野

非常勤
佐々木／高比良

福與
非常勤

森園（4休診）／非常勤

川上

副島

金子（15時まで）
國武
山田

若杉（15時～）

勝野

川上

飯田/交代

非常勤
非常勤
非常勤

森園(1・3）／非常勤
非常勤

※ご質問は各科担当医あるいは外来看護長、外来医長までおたずね下さい。
※変更の場合がありますので、外来直通☎092-881-1371もしくは病院代表☎092-881-1331までおたずね下さい。（一覧表もございます。）

平成27年1月22日現在

2015 FEBRUARY  平成27年2月1日発行「西福岡病院だより・生きがい」通巻第189号 禁無断転載  西福岡病院だより 生きがい 《2月号》

〒819-8555 福岡市西区生の松原3-18-8　☎ 092-881-1331・FAX 092-881-1333
（事業者個別番号）　　　　　　　　　　　　　　　　　　http://www.nishifukuhp.or.jp●発行／

医療法人
西福岡病院

高齢者教室

校区老人クラブ連合会「健康教室」

運動とレクリエーション

～子どもの頃のツベルクリン反応とＢＣＧを覚えていますか～

西 陵 公 民 館 ☎092-891-6342

◎場所　西陵公民館　講堂
◎内容　血圧測定 ～ 13：10から
　　　　運　　動 ～ 13：30
　（動きやすい服装で参加して下さい）
◎対象　60歳以上の方
◎指導　西区地域保健福祉課

子育てミニミニひろば

住　所
講　師
会　費

と　き

場　所

平成27年2月28日（土）

医療法人西福岡病院
本館3階会議室

西区 生の松原3-18-8
緩和ケア病棟 看護師長
無料

市丸　悦子

午前10時より午前11時まで

☎　092-881-1331

《　　   緩和ケア病棟ってどんなところ？ 》今月の
テーマ／

763

764765

766

前立腺がん検診のお知らせ 無料クーポン券が
届いていませんか？
無料クーポン券が
届いていませんか？
乳がん・子宮がん・大腸がん
検診のクーポン券の締切が
近づいています！

★早期発見のために前立腺検査を受けましょう★

日時  2月10日㈫ 13：10～15：00

　前立腺は、膀胱から出ている尿道を取り囲むようにある、男性
特有の生殖器の１つです。血液検査によりＰＳＡ（前立腺特異抗原）
を調べることで、前立腺がんの可能性の有無が分かります。
PSAは、ガンだけでなく前立腺肥大や前立腺炎などでも高くなります。

福岡市内在住の満55歳以上の男性

1,000円
●お問い合わせ　健診事業部 ☎092-881-1385

●お問い合わせ
　健診事業部
　☎092-881-1385

お手元を確認されて
お問い合わせください。

平成27年2月2日㈪～2月28日㈯
平日及び土曜日

対象者

費　用

実施期間

この機会に検査
されることを
お勧めします。

満70歳以上の方（保険証など年齢が確認できるものを提示）、
市民税非課税世帯の方などは、自己負担金が免除になる場合があります。

締切間近
お申し込み

は
お早めに！

おだいり様・おひな様
日時  2月26日㈭ 10：00～12：00

◎場所　西陵公民館
　　　　児童等集会室
◎対象　0 ～ 3歳児と保護者
◎指導　保育士
　　　　大歯美穂子さん

日時  2月28日㈯ 13：30～15：00
◎場所　西陵公民館　講堂
◎指導　西福岡病院副院長　呼吸器内科医師
　　　　原田泰子先生
◎内容　結核予防と呼吸器疾患

◎主催　長寿会、陵友会、
　　　　鶴亀会の協同開催
＊老人会未加入会員の
　方の出席を歓迎します。


